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令和6年に始まったコメ価格高騰は、ようやくピークを

過ぎ、令和のコメ騒動も落ち着きを見せ始めたが、その

原因は何だったのか。インバウンドの増加や災害対策家

庭備蓄の急増等の需要の変化なのか、供給に不足はない

とした政府の判断の誤りか、はたまた混乱を極めた政府

備蓄米放出の失敗か。コメ騒動の背景には、長年続けて

きた減反政策がある。日本のコメ市場を国際市場から隔

離し、減反により米価を高く支持してきたことが、日本

の水田農業を弱体化させた。また、今回のコメ騒動で、

消費者のコメ離れが加速しつつある。本報告では、令和

のコメ騒動の本質を議論し、今年3月に行ったコメ価格

高騰に関する消費者アンケート調査の結果を紹介する。

Email: office@agi.or.jp

メールでのお申し込みは、お名前とご所属を
office@agi.or.jpに送信してください。

締め切り：５月28日(木) 13時
前日までにご参加用のZoomリンクを

メールでお送りします。

使用言語：講演・資料ともに日本語

（Zoom）

講師紹介
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